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  In Germany, an increasing number of young people are obtaining Abiturs and advancing 
to higher education. At the same time, university students' employment prospects are easily 
influenced by factors such as economic conditions, and many take jobs that do not fit the 
degrees they have obtained. This study analyzed interviews to elucidate students’ attitudes 
toward advancing to universities, their thoughts regarding their own futures, and hopes for 
employment. The data used in the analysis consisted of the answers of 8 German university 
students in 2015 aged 19–34 years to questions concerning their employment, families, and 
so on. The results of the analysis showed that (1) not only economic independence and living 
away from home but also possession of a firm vision for the future increased students’ sense 
of independence; (2) when women discussed their visions for the future, their accounts were 
based on having a family; and (3) students choose majors aligned with their interests and 
concerns and select occupations fitting their university studies. German students choose their 
majors based on their idea of future occupations they have held since before advancing to 
university. To ensure they do not enter unsuitable occupations, they must undergo job training 
and receive employment support while enrolled as students.
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研究背景と目的

　ドイツの学校制度は長年，10 歳程度で希望する進
路や職業に基づいて学校を選択する複線型であった．
基礎学校での 4 年間の学習を終えた児童は，2 年間の
オリエンテーション期間中に，基幹学校・実科学校・
ギムナジウム，さらに近年はこれらに総合学校が加
わった 4 つの学校のうちいずれかに進学し，そこで
の学習を経てさらに上級の学校や職業訓練へと進む．
基幹学校や実科学校を修了した生徒は，職業学校へ通
いながら企業で実習を行なうデュアルシステムなどの
職業訓練によって職業に関する専門的な知識を身に付
け，就職に至る（坂野 2006；坂野 2009）．
　他方，ギムナジウムへと進んだ生徒は大学をはじめ
とする高等教育機関へ進学するためのパスポートであ
るアビトゥーア取得を目指す．高等教育機関へと入学
した者は，専門的，実践的な学びを深め，卒業後は専
門的な職に就く．高等教育を修了することで得られる

学歴は，この国では職業資格ともなっている．
　そのため，ドイツでの高等教育への進学は一部の
エリートのみが行うものとみなされていたが，第
二次世界大戦後の「アビトゥーアの大衆化」（望田 
1998）によってギムナジウム，大学への進学者は増
加した．この傾向は現在も変わらず，2016 年の高等
教育への進学率は 44% と 10 年前の 33% より増えて
い る（Destatis, Wissenschaftszentrum Berlin fur 
Sozialforschung 2018）．
　ドイツにおける高等教育への関心は高まってい
るが，大学を卒業した学生が大学での学んだ内容
や取得した学位とは関連のない職種に就く可能性も
高まっている．いわゆる「不適切就業 (inadequate 
Beschaftigung)」には，約 2 割程度の修了生があて
はまる（小松 2005）とされ，教育から職業への学生
の円滑で適切な移行が妨げているとされる．
　そこで本研究では，大学に進学したドイツ人学生を
対象として，学生の学校から大学への移行においてど
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のような経験が見られたか，および大学から職業への
移行ではどのような展望を持っているのかを明らかに
することを目的とする．

先行研究

　高等教育へと進学した若者は，どのように職業へと
移行し，どのような職業観を持っているのか．現代の
ライフコースは選択肢が多様になると同時に，適切な
移行が困難になりつつもある．久木元は，ヨーロッパ
各国の移行研究から，若者と大人の間を行ったり戻っ
たりする「ヨーヨー型の移行」を紹介し，この移行に
おいては大人になるという「ゴール」が見えづらくな
り，戻ってしまうことも可能であること，個々人の経
歴に焦点を当てたバイオグラフィ研究への関心が高
まっていることを述べている（久木元 2009）．また，
ライフコースの語りそのものがかつてとは異なってお
り，若い世代の語りは彼らより年上の世代に比べて，
自分を語りの中心に据えた内容が多く見られた，と伊
藤は生活史調査の結果から指摘する（伊藤 2003）．
　ドイツにおける大学は，かつては公務員，研究者
や上級の専門職に就くことを希望する者が進学する
場所であり，その進学率も低かった．しかし上述の
通り，進学率の上昇に伴い，大学の大衆化も進んだ．
社会学的に青少年の研究をまとめた Hurrelmann と
Quenzel（2012）は，80 年代以降の不況や学校シス
テムの変化をはじめとする様々な要素が若者に高等教
育への進学意欲に拍車をかけたことを指摘する．
　職業移行の国際比較という観点では，日本と他国の
教育から職業への移行研究の分析例が挙げられる（小
方 2009；吉本 1998, 2001）．吉本は，ドイツでのデュ
アルシステムは 80 年代後半からの欧米の若年者の失
業者増加の影響をほとんど受けなかったと評価してい
る（吉本 1998）．日独英の大学卒業者に対する調査
の分析を行なった小方は，大学と職業の関連性につい
ての考察を行なっている．大学と職業の関係を日本・
イギリスとドイツに分類し，日本とイギリスでは初期
キャリアの中で専門性を身に付けていく一方で，ドイ
ツでは大卒者は大学での専門と職業とをマッチさせて
完成した状態で職に就くとした（小方 2009）．吉本
では，ヨーロッパ諸国と日本の大学卒業者の比較にお
いて，必ずしもドイツの大卒者が大学での知識を職業
に活かして移行できているわけではないとし（吉本 
2001），日本の大学で得た学習知識が役に立たないと
一面的に見なすことに対して警告している．

　ドイツの職業移行の分析では，多喜は，日・独・米
の 3 か国の PISA データの比較によって，ドイツでは
学校トラックが進学と職業への期待を強く規定し，学
校トラックが将来像を規定していることを明らかに
した（多喜 2011）．望田は景気の悪化によって，大
学卒業生の就職率悪化と学生の在学期間が長期化し
ていることについて触れているが，その原因は大学が
大衆化してもなお大学のイメージが「エリート養成機
関」として固定されていることであると指摘している

（望田 1998）．また，小松は学生が専攻し，取得した
学位とは異なる領域の職に就く「不適切就業」者が増
えていることを述べている（小松 2005）．大学をは
じめとする学制と，大学卒業生に対する社会や学生本
人のイメージの硬直性が，就業移行の妨げになってい
ると言える．学生の職業への移行についてはハインド
ルフが，ドイツではこれまで実証的研究が少なかった
ことを指摘している．その上で，大学卒業生にまで及
んでいる失業を回避するために大学や大学同窓会が
提供するキャリアサポートの活動のケーススタディ
を通して，学生に必要な支援策を提示している（ハイ
ンドルフ 2008）．
　先行研究では，ドイツにおいては教育から職業への
移行に際して，大学での専攻や学びとの関連が重視さ
れること，にもかかわらず大学をはじめとする高等教
育機関においても獲得した資格に見合わない職に就
く可能性のあることが指摘されている．これらの研究
では国別の比較や量的なデータを用いてドイツの特
徴や日本との比較が行なわれているが，久木元（久木
元 2009）の指摘するように，移行の困難さにおいて
は個人の語りが重要であるのに学生個人の大学進学
についての動機や職業観については明らかにされて
いない．本研究では大学生へのインタビュー調査をも
とに，学生の職業を巡る意識を明らかにする．

研究方法と手順

調査の概要
　本研究では，ドイツにおける大学への進学動機と学
内での学習から学生の職業観を探るため，大学生を対
象とした半構造化インタビュー調査のデータを用い
る．また，サンプリングを示すために，事前に行なっ
た質問紙調査の概要についても触れる．データは，ド
イツのノルトライン = ヴェストファーレン州（以下
NRW 州）の大学に通う学生を対象に 2015 年に取得
した．調査地である NRW 州はドイツ西部に位置し，
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ルール工業地帯を擁しているため工業が盛んである．
また，歴史的には東西分裂時代の西ドイツ首都であっ
たボンも州内にあり，政治・経済の中心的な地域でも
あったため，人口も多い．
　調査対象者は筆者と交流のあった大学教員や知人な
どの協力を得てコンタクトを取った．具体的には，対
象大学の授業時間前後にウェブ上の質問紙調査協力へ
の依頼書を配布し，その中でインタビュー調査への協
力が可能とした者の連絡先へ筆者がメールを送った．
ウェブ上の質問紙に回答する前に，依頼書と口頭によ
り倫理的配慮について，また調査への回答をもって調
査の趣旨に同意したと見なす旨を説明した．
　このウェブ上の質問紙調査では，76 名の回答を得
た．そのうちインタビュー調査には男性 4 名，女性
4 名の計 8 名の調査対象者とつながりを持った．対象
者とは，1 対 1 で大学構内や学食などで会ったが，調
査対象者の希望によって，対象者の自宅近辺のカフェ
をインタビューの場所とすることもあった．全てのイ
ンタビューにおいて，事前に IC レコーダーでの録音
の許可と倫理的な配慮についての説明をし，内容に同
意する署名を得てから調査を行なった．得られた音声
はテープ起こしを行なってドイツ語でデータ化され
た．
　インタビュー時の質問内容は (1) 将来展望全般に
関して，(2) 将来の職業の希望や就職活動への関心に
ついて，(3) 結婚することや子どもを持つことへの意
識や関心について，の 3 つの分野について尋ねたが，
調査対象者の語りの内容や属性に合わせて内容の変更
や省略も行なった．

対象者の概要
　インタビュー対象者を集めるための，また調査大学

での調査対象者の傾向を知るために行なったウェブ上
の質問紙調査の回答者は，女性が 5 割強とやや多かっ
た．また，30 歳以上の学生も 1 割おり，年齢構成が
多様であることが分かる．両親の就業の有無は，父親
は 8 割以上が職に就いており，無職（年金受給者・主夫）
は 5% であった．一方で，母親は 7 割近くが就業して
いたが，そのうち約 16% はパートタイムであり（父
親は 0），無職の者も 2 割いた．出身地では，NRW
州出身者が 7 割を超えており，調査地である NRW 州
では州内の大学に進む者が多いことが考えられる．一
方で，旧東ドイツ地域出身者は 1 割にも満たず，イ
ンタビュー調査では全員が NRW 州をはじめとする旧
西ドイツ地域出身者であったため，本研究では東地域
出身者の意識や実態を知ることはできない．また，回
答者の専攻では，文系が 8 割を超え，理系は 1 割程
度である．インタビュー調査においても，明らかに理
系専攻と名乗る学生は 1 名であるため，理系学生の
意識を探ることも難しい．
　続いて，本研究の対象者を一覧に示した（Table 1）．
本研究のインタビュー対象者の学生は全て学部生であ
る．対象者の年齢は，日本の学部学生の年齢として想
定されるものより高く，30 代の学生も 2 名いる．そ
の 2 名とも一度別の大学で今とは異なった課程を学
んで学位を得て，職を得た後，職業を継続しながら
再度大学で学び始めた．アルバイトなどの週平均労
働時間は各自異なるが，職業を継続している上述の 2
名は 30 時間程度働いていることが分かる．また，そ
れ以上にアルバイトを中心とした生活を送る学生も 1
名いる．大学の現在の課程を終えた後，さらに進学・
留学して学び続けることを希望する者が 3 名いる．

名前* (性別/年齢) 希望進路 労働時間(週) 両親職(父／母) 出身地 専攻 住居

アントン (男性 / 24) 進学・留学 0時間 無職／パート 旧州 音楽学 寮
ベアーテ (女性/ 34) 就労中 ～30時間 無職／無職 NRW州 教職 同棲
カストル (男性 / 24) 進学・留学 不規則 ―／正社員 旧州 情報学 WG**
ドーリス (女性 / 24) 就労中 ～15時間 正社員／パート NRW州 経済学 実家***
エレーナ (女性 / 22) 未定 ～10時間 公務員／公務員 NRW州 教育学 WG**
フリッツ (男性 / 30) 就労中 ～30時間 正社員／無職 旧州 教職 同棲
ゲオルグ (男性 / 26) 就労予定 30時間～ 正社員／正社員 NRW州 教職 実家

ヒルダ (女性 / 19) 進学・留学 0時間 正社員／パート 旧州 物理学 寮

Table 1 インタビュー調査対象者一覧

*名前は全て仮名で、調査順にアルファベットの頭文字を割り当てた
**WG（Wohngemeinschaft）＝住居共同体の略、ルームシェア
***質問紙調査時点、インタビュー時にパートナーと同棲を始めていた

Table1　インタビュー調査対象者一覧



75

分析方法
　学生の職業に関連した将来像を明らかにするという
本研究の目的に基づき，以下では自立の認識や大学進
学の理由，職業選択などの学生が語る内容を分析対象
としている．本研究では，現象や事例，概念同士を継
続的に比較（フリック 2002；佐藤 2008）すること
でコード化されたデータを分析した．テープ起こしに
よってテクスト化されたインタビューデータや概念，
コード間を常に比較し，結果の妥当性を図った．
　インタビューはドイツ語で行われており，引用部分
のみを日本語に翻訳した．翻訳に当たっては直訳を心
がけたが，訳した際の読みやすさや文脈を考慮して語
を補う，語順を変えるなどした．また，和訳後の文章
は日本語が分かるドイツ人の知人と共に語の確認を行
なった．

結果と考察

自立と将来像を話す相手
　ここでは，ドイツ人学生が自身のことを社会へ出て
いくに足る大人であるかどうかを語った内容と，将来
展望についての語りから，誰とどのようなことを話
し，自らの進路を決定したのかについて語りの分析を
行なう．
　学生へのインタビューに際して，現在の自分自身の
自立状況について尋ねた際，大半の調査対象者は，自
分は自立している，自分を大人だと思うという回答が
得られた．法的な成人基準である年齢を根拠とする者
や，比較的長時間働く学生は，経済的基盤のあること
を挙げる者が多かった．また，パートナーと生活を共
にしている者は，親から離れて自身の世帯を持って暮
らすことも自立していることの理由となっていた．
　経済学を専攻し，税理士の助手として専攻に関連し
た職場でも働いているというドーリスの語りは，これ
らの自立状況を端的に表していると言える．
ドーリス：一月前からパートナーと引越しをして，世
帯を持ったの．また，仕事にも行っているから，大人
になったと思う．
　親元から離れて独立したことと，仕事を持つことが
彼女の考える自立だと推察される．その一方で，教育
学が主専攻のエレーナは，自分を大人だとは思ってい
ないと答えた．
エレーナ：私は他の大人と比べると，私の考えではと
ても，彼らは大人らしく振舞うの．そう，私はそれ
で，自分は大人じゃないって感じる．[ 中略 ]（彼らは）

もう将来の計画を持っているの．しっかりした計画を．
　彼女の言う「大人らしく振舞う」人は，安定した人
生を持っている人のことである．エレーナは，ドーリ
スと年齢が近く，アルバイトもしているが，ドーリス
とは異なって自分を大人だとは思っておらず，他者と
の比較で自身の自立の程度を評価しており，経済基盤
や離家が必ずしも自立の根拠となっているわけではな
いことが分かる．調査協力者のうち，10 代であった
ヒルダも自身が大人ではないと答えるが，以下のよう
にその理由を述べる．
ヒルダ：私は時々，物事をどうやるかをまだ分かって
いない．例えば飛行機を予約したり，納税申告をした
り，そういうのも分からない．
　大人であるためには他者への共感と物事の処理の仕
方が必要だとヒルダは言う．後者のいわゆる生活の知
識が欠けているために自分はまだ大人ではないと判断
している様子がうかがえた．
　また，将来のことを話す相手やその内容からも，学
生の自立意識をある程度推察することが出来る．先程
自身のことを大人ではないと語ったヒルダは，将来の
ことを話す相手は家族や友人が主になると言う．実際
に，父親が物理学者であるという彼女は，親の勧めに
沿って大学進学後の専攻を決定した．
ヒルダ：大抵，（親や友人から）アドバイスを受けます．
それで私は，してくれた提案を実行する．[ 中略 ] （た
とえば勉強を）私が辞めるべきかどうか考えていた時
に，両親は私に，物理をもっと勉強し続けるように助
言しました．それをはっきりと受け入れました．（他
にも希望はあったが）物理学の方がいい仕事を得る機
会があるし，楽しいから．難しいけれど，楽しい限り
は問題ない．
　彼女は普段から父親が仕事でどのような研究や仕事
をしているかを聞くことがあり，物理学の勉強自体も
苦ではないという．そのため，子どもの頃はお話を作
ることが好きで，ギムナジウム時代に日本文化に興
味を持っていたことから，大学では文系の学科を専攻
しようとしていた彼女だが，勉強の楽しさや職業上の
チャンスの多さからからヒルダは物理学の専攻を決め
た．この語りでは，周囲の人との日常の会話や相談の
中から，専攻や将来就く職業の方向を決めることまで
行なっていることがうかがえる．
　パートナーと暮らしているというフリッツは，親と
は今後の方針について話はするが，話し合いはわずか
であり，その相手はむしろパートナーとなっていると
言う．
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フリッツ：自分はもちろんパートナーと将来の計画に
ついて，つまり，定期的に何を自分達は次にしたいか
について話す．親とは少ししか話さない．というのも，
自分の将来は両親からは独立したものだから．自分の
計画は両親に依存していないし，両親は自分のするこ
とにもちろん興味を持っているけれど，彼らは自分が
何をするべきかを言わないから．だからパートナーと
話し合うよ．
　同棲をしている者や交際中の者は特に，親からは離
れて友人やパートナーに，より個人的なことを話して
いる傾向が見られた．それはフリッツの言うように自
分の人生が親からは独立しており，親の延長線上にあ
るのではなく，パートナーと人生を共に歩むからとい
うことが見てとれる．
　フリッツと同様に一度大学で学位を取得したベアー
テは，大学での研究プロジェクトに従事しながら，今
回の調査の少し前に，全く別の学科に入学し直した．
彼女は自分の将来のことを，パートナーや友人に相談
することがあると言い，「今のパートナーと一緒にい
ること，子どもを持つこと，楽しい仕事を見つけるこ
と」をよく話すとしている．
　ドーリスもまた，ベアーテ同様にパートナーと暮ら
しており，パートナーとの関係や子どもを持つことに
ついて考えるという．その際，「何があろうとも仕事
を片手間にはするだろうし．というのも，子どもがで
きた後も家にいるのは時代に即してはいないと思うか
ら」と仕事を続ける姿勢を見せた．彼女は税理士のも
とで専門的な訓練も積み，家族を持った後も専業主
婦になることは望んでいないようであった．旧西ド
イツ地域では保育所の普及率が低く，また未就学児
を持つ女性の就労率も旧東ドイツ地域と比較すると
低 い（Destatis, Wissenschaftszentrum Berlin für 
Sozialforschung 2018）．今回の調査対象者に旧東ド
イツ地域出身者がいないため，出身地域による語りの
比較は行えないが，少なくとも若い世代の間では，仕
事を続ける意識のあることが確認できた．また，将来
のことを話す際に，男性は自分のパートナーがいたと
しても，就職や今後の仕事の話題が中心になるのに対
し，女性は結婚すべきかどうかや子どもを持つかどう
かについても仕事同様の割合でインタビュー中に現れ
ることが多く，男女によって将来像を明確に語る部分
と語らない部分のあることが分かった．

大学進学と専攻選択
　続いて，大学生が進学するきっかけとなったこと，

現在の専攻を選択するに至った経緯の語りを取り上げ
る．上述したヒルダのように，親との相談によって専
攻を決定した学生もいるが，自身のギムナジウム時代
の経験や興味から進学を決めた学生もいる．現在音楽
学を専攻しているアントンは，入学前は音楽の教職に
就くための専攻を選び，選考試験の受験準備などもし
ていたが，ギムナジウムでのクラス旅行がきっかけで
現在の専攻を志すようになった．
アントン：僕は音楽のアンサンブルの指揮をする先生
を手伝った．そのときに，子どもと一緒に働くのが自
分の優先（事項）ではなくて，音楽についての内容を
取り持つことだと，僕の考えでは，教師の仕事が最重
要ではないということに気付いたんだ．
　自分のやりたいことが同じ音楽専攻ではあっても，
教職関連コースは学士課程より就学期間が長いなど一
般的な音楽関連業への就職とは学ぶ内容が大きく異な
る．本当にやりたいことが，教師のように子どもに授
業を行なうことではなく，音楽のよさや特徴を他の人
へと紹介し，伝えていくことと気付いたことが，アン
トンの進路選択の理由であった．このように，子ども
の頃からの興味や関心は，ドイツ人学生にとって大学
進学に向けた専攻を選ぶという進路選択だけでなく，
将来的な職業選択の機会にも活かされることが彼の語
りからは分かる．同様に，現在情報学が専攻のカスト
ルは，子どもの頃からやりたいことが一貫しており，
それが専攻や職業選択の展望にもつながっていた．
カストル：ちょうど子どもだった頃からずっと，テレ
ビゲームのプログラミングをしたいというのがあった
から．
　少年時代から遊んでいたゲームを自身でも作りたい
という理由から，現在の専攻を選んだと彼は言う．カ
ストルの興味深い点は，アビトゥーアを取得した後，
すぐに大学には入らずにアルバイト生活を送っていた
時期に，日本語という全く知らない言葉に興味を持
ち，それを契機として大学への入学を決めたことであ
る．
カストル：アビトゥーアの後 2 年間，休憩を取って
いたんだ．バイトして，旅行して，バイトして，旅行
して…それで，よしって．新しい言葉を習うのが気に
入ったし，新しい土地を訪れるのも，好きだった．もっ
と長い時間でも．それで言ったんだ．どっちにしても，
将来たくさんの言葉ができるようになりたい，またど
こかに旅行をしたい．
　すぐに大学進学を決めるわけではなく，アビトゥー
アの資格を持って職業訓練を行なうわけでもなく，ア



77

ルバイトと旅行を繰り返す「休憩」を彼はとってい
た．カストルのように進学前に蛇行した経歴を積み上
げる者だけでなく，フリッツやベアーテのように卒業
後に新しい専攻に再入学する者もおり，彼らの語りか
らは，「ヨーヨー型の移行」を経て，よりよい職業を
得るための遍歴を重ねていることが推察された．
　学生の将来像に関する語りの多くからは，ドイツで
の生活史調査（伊藤 2003）と重なる部分が見られ，
自分を主体にしてやりたい勉強や職業に関連すること
から専攻を決めていた．また，その選択にあたっては
親や周囲のすすめだけではなく，自らが主体となって
将来について考えていることが分かる．

大学での学びと就職
　本研究では，学生は学部での勉強を終えた後，さら
に進学・留学を希望する者が多い傾向にあり，専攻で
学んだ内容の専門性をより高める意識が高かった．し
かし，大学に残って研究を続けるというよりは，大学
での学習内容を活かすような職に就くことを重視する
姿勢が強く表れている．例えばエレーナは，学部卒業
後も大学院に進むかすぐに卒業するかは決めていな
かったが，職に就くことと大学で学位を取ることの関
連性をこう述べる．
エレーナ：大学での勉強を修了した後，フルタイムで
働くと，より責任を負わなければいけないし，学生よ
り多くのお金を稼ぐことを求められるだろうから．卒
業した後，より学問と仕事は合致しているはずだか
ら，幼稚園で働きたいと思わない．幼稚園で働くため
には勉強をしなくてもいいから．
　エレーナは教育学を専攻としながら，幼稚園をアル
バイト先としている．今のアルバイト先では，学校で
学んだことや取得する学位が幼稚園で働くこととはあ
まり関係がないため，彼女はこのまま正規の職員とし
て働く気がなかった．彼女の語りからは，大学での専
攻で得た知識と学位が職務を担う上での責任を果たす
ために必要であることを示唆しているとも考えられ
る．「学問と仕事の合致」という語りからは，先行研
究のような，大学での専攻分野と卒業後に就く職につ
ながりのあることが自明視されていることが見てとれ
る．学生達は，大学における学問と結びついた職を希
望していることが分かった．
　しかし，ドイツの大学生の就職は，業界の景気がよ
いか，企業が実習先を提供する余裕があるか，など市
場の動向に左右される．工学部を一度出て就職し，現
在は週の半分を勤務しながら，日本語教員資格の取得

を目指しているフリッツは今の周囲の学生の様子とか
つての自分とを比べている．
フリッツ：一つ目の学位は違ったから分かるけど [ 中
略 ] 日本学（だけ）でいい仕事を見つけるのはとって
も難しい，とってもとっても困難だよ．他の（若い日
本学）学生は卒業前になって初めて知らなければいけ
なくなるんだろうけれど．
　彼の語りからは専門知識を積んだとしても，その経
験に見合うポストにつけるとは限らず，特に日本語学
のような分野ではポストの数が少なく，就職に苦労す
る可能性のあることが述べられている．このように，
大学での学びと就職が関連しているために，その学び
に見合った職に就くことが求められ，それが難しい場
合はいわゆる持っている学位に見合わない職に就く必
要のあることも示唆される．
　大学での学びと関連する仕事に就きたいとする以外
に，学生は働くことや職場にどのようなことを求めて
いるだろうか．今回の調査対象者の多くは仕事への

「楽しみ」が感じられること，「自己実現」できる場で
あることを重視していた．一度就職したことのあるフ
リッツは，「契約書に書いていないこと」たとえば通
勤のしやすさや仕事の「単調さ」がどのくらいかをア
ルバイトとは異なった就職の際は重視するべきだ，と
いう．こうした語りからは仕事のしやすさや続けやす
さといった観点から職探しを行なう様子がうかがえ
る．
　その一方で，金銭的な面は生活が成り立てばいいと
いう語りが多く見られた．以下のようにアントンも多
額の給料が必ずしもいるわけではないと言う．
アントン：たくさんお金を稼ぐ必要はない，けれど，
貧しくなることを心配しなくてもいい生活ができて，
将来的には家族を養うには十分なぐらいにはあるとい
いけれど．
　アントン同様にエレーナもまた，「まともに生活で
きるぐらいで十分」な給料でよいと述べ，多くの学生
が給料は高ければいいが必要以上はいらないことを述
べ，それよりは自分の関心にあった仕事に就くことや
やりがいを求めていた．ただ，学生がそのように語る
のは，大学での学位取得を目指す時点で，彼らは他の
職業訓練を受けた者よりも，比較的給料水準の高い職
に就く可能性が高いため，給料を考慮に入れていない
ことも考えられる．
　学生は就職に際しては，専門性を高めてからの就職
を望むため，修士課程への進学を希望し，学んだ内容
との関係が深い仕事に就きたいと考えていることが彼
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らの語りから分かった．また，専門的な職に就くこと
以外には，その仕事に関心があるか，楽しみが感じら
れるか，といった点を重視していた．学生が大学で
の学びが職業の専門性につながることは，小方（小
方 2009）をはじめとする研究においても現れており，
ドイツの大学生の特徴となっている．こうした学内で
の学びと就職について関連付けた語りによって，学生
は大学入学以前の比較的早い時期から関心のある職業
をある程度決めていることも明らかとなった．

まとめと今後の課題

　ドイツの大学生が大学進学の際にどのように専攻を
決定したか，また卒業後の職業についてどのような希
望を持っているのか，職業をめぐる将来像を中心に本
研究では扱った．同じ州内の出身でも，実家を出て，
寮などでの一人暮らし，あるいはパートナーと生活し
ており，アルバイトや奨学金などで一定の経済的な自
立を達成している学生がインタビューでは多くいた
が，将来的な計画が確立されていることや生活につい
ての知識が身についているかどうかも，自分を「自立
している」，「大人である」と見なす根拠の一つとなる
ことが分かった．また，パートナーのいる者は自分の
将来についてパートナーと話し合い，決めている様子
や，女性が将来について語る時に家族を持つことにつ
いて言及する様子なども語りから明らかになった．
　大学へと進学し，現在学んでいる専攻を選ぶきっか
けについても学生に尋ねたが，親からの助言や就職の
有利さ，子どもの頃からの自分の関心が理由として挙
げられており，比較的早い段階から就職までを含めた
進路選択を行なっていることが伺えた．大学進学に際
しては，アビトゥーアを取得後，すぐに大学に入学す
る者だけでなく，「休憩」をとってやりたいことを見
つけてから入学する者や，一度大学を卒業し，仕事を
しながら全く別の専攻を学ぶために再入学するケース
もあり，大学入学へと至る道筋が多様であることが示
された．そして卒業後の進路として，専門知識を身に
付けて大学での学びと関連する分野での就職を望んで
いることが分かった．この大学での専門知識と就職の
関連性は強く，それを自明視するような語りも見られ
た．しかし，就職経験のある者からは，学ぶ分野によっ
ては専攻と関連した就職は難しいとの意見も出てお
り，大学で得た学位と見合わない職に就く「不適切就
業」との関連を示唆する語りがあった．学生の学びと
職業への移行を支援するためにも，ハインドルフ（ハ

インドルフ 2008）の示すような学生の就職支援制度
の拡充が大学には求められるであろうし，学生自身の
在学時からの職業訓練を視野に入れた学びも必要と
なっていくだろう．
　日本におけるドイツの若者の進学や職業移行の研究
は，主に若年者の失業対策やデュアルシステムの紹介
と，それら政策の日本への応用を主眼としており，学
生本人の高等教育進学の動機や職業に移行する際の意
識や問題点などはあまり明らかにされていなかった．
本研究は職業だけでなく家族形成なども含めた学生の
希望する将来像の分析から，彼らの自立意識や進学，
就職についての意識を質的なアプローチを用いて明ら
かにした．日本をはじめとする他国の大学生の進学動
機や職業意識の研究結果とも今後比較し，ドイツの大
学生の特徴について検討を重ねたい．
　本研究では，ドイツの西側地域出身者・西側地域の
大学のみが調査対象者となり，学生の出身地域や在籍
する大学の所在地などが学生の語りにどのような影響
を与えているかを検討することはできなかった．ま
た，対象者の学生が総合大学に限られてしまい，専門
大学をはじめとする他の高等教育機関にはアプローチ
できなかった．出身地や居住地，教育機関の種別の違
いは語りに影響を及ぼしている可能性があるため，そ
うした属性を持った対象者への調査を継続して行いた
い．
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